
(57)【要約】

【課題】快適性の向上及び健康の安全性の向上を図ると

ともに、冷却効率または暖房効率を向上することのでき

る空気調和機を提供する。

【解決手段】フロントパネル３の前面を遮蔽するととも

に、室内機１の上面及び側面に形成された吸込口４ａ、

４ｅから室内の空気が取り入れられ、室内熱交換器３と

熱交換した後、吹出口５の第１開口部５ａから室内に送

出される。所定の時期になると、横ルーバ１１ａ、１１

ｂが回動して第１開口部５ａが閉塞され、回動板１４、

１５が回動して第２開口部５ｂが開放される。同時に、

開閉機構１９により吸込口４ａが閉じられる。これによ

り、吸込口４ｅから吸引されて送風経路６を流通する調

和空気は分岐通路１３を流通して第２開口部５ｂから送

出され、上方に導かれる。フロントパネル３に沿って上

昇する調和空気は遮蔽されたフロントパネル３及び開閉

機構１９により遮られ、室内機１内への流入が防止され

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 室 内 の 壁 面 に 取 り 付 け て 、 吸 込 口 か ら 取 り 入 れ た 空 気 を 調 和 し て 下 部 に 設 け た 吹 出 口 か
ら 下 方 及 び 上 方 に 切 り 替 え て 送 出 す る 空 気 調 和 機 に お い て 、 空 気 調 和 機 の 前 面 部 を 遮 蔽 す
る 遮 蔽 部 を 備 え 、 前 記 吸 込 口 を 空 気 調 和 機 の 上 面 部 に 配 す る と と も に 該 吸 込 口 を 開 閉 す る
開 閉 機 構 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 空 気 調 和 機 の 側 面 部 に も 前 記 吸 込 口 の 一 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吹 出 口 か ら 上 方 に 向 け て 調 和 空 気 を 送 出 す る 際 に 前 記 開 閉 機 構 を 閉 じ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 開 閉 機 構 は 回 動 部 材 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記
載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 開 閉 機 構 は ス ラ イ ド 部 材 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か
に 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 開 閉 機 構 は 蛇 腹 状 に 折 り 畳 ん で 前 記 吸 込 口 を 開 閉 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 遮 蔽 部 に 断 熱 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の
空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 吹 出 口 か ら 上 方 に 調 和 空 気 を 送 出 し て 冷 房 運 転 ま た は 除 湿 運 転 を 行 う こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 吸 い 込 ん だ 空 気 を 調 和 し て 送 出 す る 空 気 調 和 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ ７ は 従 来 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。 空 気 調 和 機 の 室 内 機
１ は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ に よ り 本 体 部 が 保 持 さ れ て お り 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ に は 上 面 側 と 前 面
側 に 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｃ が 設 け ら れ た フ ロ ン ト パ ネ ル ３ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
キ ャ ビ ネ ッ ト ２ は 後 方 側 面 に 爪 部 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ て お り 、 室 内 の 壁 に 取 り 付 け ら れ
た 取 付 板 に 該 爪 部 を 嵌 合 す る こ と に よ り 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 下 端 部 と キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 下 端 部 と の 間 隙 に は 、 室 内 機 １ の 幅 方 向
に 延 び る 略 矩 形 の 吹 出 口 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 室 内 機 １ の 内 部 に は 、 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｃ か
ら 吹 出 口 ５ に 連 通 す る 送 風 経 路 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 送 風 経 路 ６ 内 に は 空 気 を 送 出 す る 送
風 フ ァ ン ７ が 配 さ れ て い る 。 送 風 フ ァ ン ７ と し て 、 例 え ば ク ロ ス フ ロ ー フ ァ ン 等 を 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ に 対 向 す る 位 置 に は 、 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｃ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 に 含 ま
れ る 塵 埃 を 捕 集 ・ 除 去 す る エ ア フ ィ ル タ ８ が 設 け ら れ て い る 。 送 風 経 路 ６ 中 の 送 風 フ ァ ン
７ と エ ア フ ィ ル タ ８ と の 間 に は 、 室 内 熱 交 換 器 ９ が 配 置 さ れ て い る 。 室 内 熱 交 換 器 ９ は 圧
縮 機 （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ て お り 、 圧 縮 機 の 駆 動 に よ り 冷 凍 サ イ ク ル が 運 転 さ れ る 。 冷 凍
サ イ ク ル の 運 転 に よ っ て 冷 房 時 に は 室 内 熱 交 換 器 ９ が 周 囲 温 度 よ り も 低 温 に 冷 却 さ れ る 。
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ま た 、 暖 房 時 に は 、 室 内 熱 交 換 器 ９ が 周 囲 温 度 よ り も 高 温 に 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 室 内 熱 交 換 器 ９ の 前 後 の 下 部 に は 冷 房 ま た は 除 湿 時 に 室 内 熱 交 換 器 ９ か ら 落 下 し た 結 露
を 捕 集 す る ド レ ン パ ン １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 送 風 経 路 ６ 内 の 吹 出 口 ５ の 近 傍 に は 、 外 部
に 臨 ん で 垂 直 方 向 の 吹 出 角 度 を 略 水 平 乃 至 下 方 向 に 変 更 可 能 な 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ が
設 け ら れ て い る 。 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 奥 側 に は 左 右 方 向 の 吹 出 角 度 を 変 更 可 能 な 縦
ル ー バ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 空 気 調 和 機 の 運 転 を 開 始 す る と 、 送 風 フ ァ ン ７ が 回 転
駆 動 さ れ 、 室 外 機 （ 不 図 示 ） か ら の 冷 媒 が 室 内 熱 交 換 器 ９ へ 流 れ て 冷 凍 サ イ ク ル が 運 転 さ
れ る 。 室 内 機 １ 内 に は 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｃ か ら 空 気 が 吸 い 込 ま れ 、 エ ア フ ィ ル タ ８ に よ っ て
空 気 中 に 含 ま れ る 塵 埃 が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 室 内 機 １ 内 に 取 り 込 ま れ た 空 気 は 室 内 熱 交 換 器 ９ と 熱 交 換 し 、 冷 却 ま た は 加 熱 さ れ る 。
そ し て 、 送 風 経 路 ６ を 通 っ て 縦 ル ー バ １ ２ 及 び 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ に よ っ て 左 右 方 向
及 び 上 下 方 向 に 向 き を 規 制 さ れ て 吹 出 口 ５ か ら 下 方 に 向 け て 調 和 空 気 が 室 内 に 送 出 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 空 気 調 和 機 の 運 転 の 開 始 直 後 は 速 や か に 室 内 の 空 気 を 循 環 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ
の た め 、 送 風 フ ァ ン ７ の 回 転 速 度 を 高 く し て 室 内 熱 交 換 器 ９ で 熱 交 換 さ れ た 空 気 は 吹 出 口
５ か ら 勢 い よ く 送 出 さ れ る 。 そ し て 、 室 温 と 設 定 温 度 と の 温 度 差 が 小 さ く な る と 、 送 風 フ
ァ ン ７ の 調 整 に よ り 徐 々 に 送 風 量 が 低 下 す る 。 こ れ に よ り 、 き め 細 か に 室 内 が 均 一 な 温 度
分 布 に 形 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 従 来 の 空 気 調 和 機 に よ る と 、 空 気 調 和 機 は 通 常 、 使 用 者 の 身 長 よ
り も 高 い 位 置 に 設 置 さ れ 、 吹 出 口 ５ か ら 略 水 平 方 向 乃 至 下 方 向 に 送 風 さ れ る 。 こ の た め 、
設 定 温 度 付 近 に 達 し た 状 態 で 送 風 を 継 続 す る と 使 用 者 に 常 に 冷 た い 風 や 暖 か い 風 が 当 た る
こ と に な る 。 従 っ て 、 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え る 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 除 湿 運 転 時 や 冷 房 運
転 時 で は 局 所 的 に 使 用 者 の 体 温 を 低 下 さ せ て 健 康 に 害 を 与 え る 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 吹 出 口 か ら 上 方 に 調 和 空 気 を 送 出 で き る 空 気 調 和 機 が
研 究 開 発 さ れ て い る 。 図 １ ８ は こ の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ り 、 前
述 の 図 １ ７ と 同 一 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。 室 内 機 １ の 吹 出 口 ５ は 第 １ 開 口 部
５ ａ と 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ と を 有 し て い る 。 第 １ 開 口 部 ５ ａ は 送 風 経 路 ６ の 終 端 に 下 方 に 臨 ん
で 配 さ れ て い る 。 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ は 送 風 経 路 ６ か ら 上 方 に 傾 斜 し て 分 岐 す る 分 岐 通 路 １ ３
に よ り 送 風 経 路 ６ と 連 通 し て い る 。 分 岐 通 路 １ ３ の 両 端 に は 、 回 動 軸 １ ４ ａ 、 １ ５ ａ で フ
ロ ン ト パ ネ ル ３ に 枢 支 さ れ る 回 動 板 １ ４ 、 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 空 気 調 和 機 の 運 転 を 開 始 す る と 、 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｃ か ら 室 内 機 １ 内 に 取 り 込 ま れ た 空 気
は 室 内 熱 交 換 器 ９ と 熱 交 換 し 、 冷 却 ま た は 加 熱 さ れ る 。 そ し て 、 送 風 経 路 ６ を 通 っ て 縦 ル
ー バ １ ２ 及 び 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ に よ っ て 左 右 及 び 上 下 方 向 に 向 き を 規 制 さ れ て 、 矢
印 Ａ １ に 示 す よ う に 第 １ 開 口 部 ５ ａ か ら 略 水 平 方 向 乃 至 下 方 向 に 向 け て 室 内 に 送 出 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 空 気 調 和 機 の 運 転 の 開 始 直 後 は 速 や か に 室 内 の 空 気 を 循 環 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ
の た め 、 送 風 フ ァ ン ７ の 回 転 速 度 を 高 く し て 室 内 熱 交 換 器 ９ で 熱 交 換 さ れ た 空 気 は 吹 出 口
５ か ら 勢 い よ く 送 出 さ れ る 。 室 温 と 設 定 温 度 と の 温 度 差 が 小 さ く な っ た こ と を 温 度 セ ン サ
（ 不 図 示 ） に よ り 検 知 す る と 、 送 風 フ ァ ン ７ の 調 整 に よ り 徐 々 に 送 風 量 が 低 下 す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ が 回 動 し て 第 １ 開 口 部 ５ ａ が 閉
塞 さ れ る 。 同 時 に 、 回 動 板 １ ４ 、 １ ５ が 回 動 し て 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ 及 び 分 岐 通 路 １ ３ の 分 岐
部 分 が 開 放 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 送 風 経 路 ６ を 流 通 す る 調 和 空 気 が 分 岐 通 路 １ ３ を 流 通 し
て 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 送 出 さ れ 、 矢 印 Ａ ２ に 示 す よ う に 上 方 に 導 か れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 使 用 者 に 常 に 冷 た い 風 や 暖 か い 風 が 当 た る こ と が な く 、 使 用 者 の 不 快 感 を 防 止
し て 快 適 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 更 に 、 冷 房 時 に は 局 所 的 に 使 用 者 の 体 温 を 低 下 さ せ
る こ と が な く 健 康 上 の 安 全 性 を 向 上 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 空 気 調 和 機 に よ る と 、 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 上 方 に 送 出 さ れ た 調 和
空 気 が 、 矢 印 Ａ ３ に 示 す よ う に フ ロ ン ト パ ネ ル ３ に 設 け ら れ た 吸 込 口 ４ ｃ か ら 室 内 機 １ 内
に 取 り 込 ま れ 、 所 謂 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト が 生 じ る 。 こ の た め 、 空 気 調 和 機 の 冷 却 効 率 ま た
は 暖 房 効 率 を 低 下 さ せ る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 冷 房 運 転 時 や 除 湿 運 転 時 に は 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 送 出 さ れ た 冷 気 が 直 ち に 室 内 熱
交 換 器 ９ を 通 過 す る た め 、 室 内 熱 交 換 器 ９ 内 の 冷 媒 は 充 分 な 熱 を 吸 収 す る こ と が で き な い
。 こ の た め 、 室 内 熱 交 換 器 ９ の 温 度 が 標 準 の 運 転 時 に 比 し て 低 下 し て 結 露 の 増 加 及 び 結 露
水 の 凍 結 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 冷 房 運 転 ま た は 除 湿 運 転 を 継 続 す る と 室 内 熱 交 換 器 ９ の 表 面 に 氷 が 成 長 し 、 室
内 熱 交 換 器 ９ か ら 離 れ た 位 置 の 氷 は 低 温 に 維 持 さ れ ず に 一 部 が 解 け る 。 こ の 解 け た 水 滴 は
送 風 フ ァ ン ７ に 滴 下 す る と 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 室 内 に 放 出 さ れ る 。 ま た 、 室 内 熱 交 換 器 ９
の 温 度 が 低 下 し て キ ャ ビ ネ ッ ト ２ や フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 表 面 が 結 露 し て 結 露 水 が 滴 下 す る
。 こ れ ら に よ り 、 室 内 が 浸 水 す る 問 題 が あ っ た 。 更 に 、 室 内 熱 交 換 器 ９ の 表 面 に 成 長 し た
氷 の 押 圧 力 に よ っ て キ ャ ビ ネ ッ ト ２ や フ ロ ン ト パ ネ ル ３ 等 に 破 損 や 変 形 が 発 生 す る 問 題 も
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 快 適 性 の 向 上 及 び 健 康 上 の 安 全 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 冷 却
効 率 ま た は 暖 房 効 率 を 向 上 す る こ と の で き る 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま
た 、 本 発 明 は 、 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト を 防 止 し て 結 露 に よ る 室 内 の 浸 水 及 び 空 気 調 和 機 の 破
損 や 変 形 を 防 止 す る こ と の で き る 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 室 内 の 壁 面 に 取 り 付 け て 、 吸 込 口 か ら 取 り 入 れ た
空 気 を 調 和 し て 下 部 に 設 け た 吹 出 口 か ら 下 方 及 び 上 方 に 切 り 替 え て 送 出 す る 空 気 調 和 機 に
お い て 、 空 気 調 和 機 の 前 面 部 を 遮 蔽 す る 遮 蔽 部 を 備 え 、 前 記 吸 込 口 を 空 気 調 和 機 の 上 面 部
に 配 す る と と も に 該 吸 込 口 を 開 閉 す る 開 閉 機 構 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 空 気 調 和 機 を 運 転 す る と 、 空 気 調 和 機 の 上 面 部 に 設 け た 吸 込 口 か ら
取 り 込 ま れ た 空 気 が 調 和 さ れ て 吹 出 口 か ら 下 方 に 送 出 さ れ 、 所 定 の 時 期 に な る と 吹 出 口 か
ら 上 方 に 送 出 さ れ る 。 上 方 に 送 出 さ れ た 調 和 空 気 は 、 遮 蔽 部 に よ っ て 前 面 側 か ら 空 気 調 和
機 内 に 取 込 ま れ る こ と な く 室 内 に 流 通 す る 。 ま た 、 開 閉 機 構 に よ っ て 上 面 部 に 設 け ら れ た
吸 込 口 か ら 空 気 調 和 機 内 へ の 調 和 空 気 の 取 込 み が 制 限 さ れ る 。 尚 、 空 気 調 和 機 の 前 面 部 と
い う 場 合 に は 正 面 か ら 視 認 で き る 傾 斜 部 や 曲 面 部 が 含 ま れ 、 空 気 調 和 機 の 上 面 部 と い う 場
合 に は 上 面 か ら 視 認 で き る 傾 斜 部 や 曲 面 部 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 空 気 調 和 機 の 側 面 部 に 前 記 吸 込 口 の 一
部 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ の 構 成 に よ る と 、 開 閉 機 構 を 閉 じ た 際 に 側 面 部 に 設
け ら れ た 吸 込 口 に よ っ て 空 気 調 和 機 内 に 取 り 込 ま れ た 空 気 が 吹 出 口 か ら 送 出 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 吹 出 口 か ら 上 方 に 向 け て 調 和 空 気
を 送 出 す る 際 に 前 記 開 閉 機 構 を 閉 じ る こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ の 構 成 に よ る と 、 吹 出 口
か ら 上 方 に 向 け て 調 和 空 気 を 送 出 す る 際 に 空 気 調 和 機 の 上 面 部 に 設 け た 吸 込 口 か ら の 調 和
空 気 の 取 り 込 み が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 開 閉 機 構 は 回 動 部 材 か ら 成 る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 上 記 各 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 開 閉 機 構 は ス ラ イ ド 部 材 か ら 成
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 上 記 各 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 開 閉 機 構 は 蛇 腹 状 に 折 り 畳 ん で
前 記 吸 込 口 を 開 閉 で き る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 上 記 各 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 遮 蔽 部 に 断 熱 材 を 設 け た こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 上 記 各 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 吹 出 口 か ら 上 方 に 調 和 空 気 を 送
出 し て 冷 房 運 転 ま た は 除 湿 運 転 を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 吹 出 口 か ら 下 方 及 び 上 方 に 切 り 替 え て 送 出 す る 空 気 調 和 機 に お い て 前
面 側 を 遮 蔽 す る と と も に 、 上 面 側 に 設 け た 吸 込 口 を 開 閉 す る こ と が で き る の で 、 使 用 者 の
不 快 感 防 止 に よ る 快 適 性 の 向 上 及 び 健 康 上 の 安 全 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る と と も に 、
シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト を 防 止 し て 冷 却 効 率 或 い は 暖 房 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト の 防 止 に よ り 、 冷 房 運 転 時 や 除 湿 運 転 時 に 結 露 の 増 加 や 結 露
水 の 凍 結 及 び 成 長 を 防 止 で き る 。 従 っ て 、 結 露 水 や 凍 結 し た 氷 が 解 け た 水 に よ る 室 内 へ の
水 の 放 出 を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 成 長 し た 氷 の 押 圧 力 に よ る 空 気 調 和 機 の 変 形
や 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 本 発 明 に よ る と 、 吸 込 口 の 一 部 を 空 気 調 和 機 の 側 面 部 に 設 け る こ と に よ っ て 、 運 転
効 率 の 低 下 を 防 止 で き る と と も に 、 充 分 な 風 量 を 確 保 す る た め に 送 風 フ ァ ン の 回 転 数 を 増
加 さ せ る 必 要 が な く 、 騒 音 の 増 大 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る と 、 吹 出 口 か ら 上 方 に 向 け て 調 和 空 気 を 送 出 す る 際 に 開 閉 機 構 に よ
り 上 面 部 の 吸 込 口 を 閉 じ る の で 、 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト を 更 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 本 発 明 に よ る と 、 開 閉 機 構 は 回 動 部 材 、 ス ラ イ ド 部 材 或 い は 蛇 腹 状 の 開 閉 部 材 か ら
成 る の で 、 吸 込 口 の 開 閉 を 容 易 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 本 発 明 に よ る と 、 遮 蔽 部 に 断 熱 材 を 設 け る こ と に よ り 、 遮 蔽 部 の 両 面 の 温 度 差 に よ
る 結 露 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 本 発 明 に よ る と 、 吹 出 口 か ら 上 方 に 調 和 空 気 を 送 出 し て 冷 房 運 転 ま た は 除 湿 運 転 を
行 う の で 、 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト に よ る 結 露 水 の 増 加 や 結 露 水 の 凍 結 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 説 明 の 便 宜 上 、 従 来 例 の 図 １ ８ 、
図 １ ９ と 同 様 の 部 分 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。 図 １ 、 図 ２ は 第 １ 実 施 形 態 の 空
気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 及 び 斜 視 図 で あ る 。 空 気 調 和 機 の 室 内 機 １ は 、 キ
ャ ビ ネ ッ ト ２ に よ り 本 体 部 が 保 持 さ れ て い る 。 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 前 面 側 に は 、 本 体 部 を 覆
う よ う に フ ロ ン ト パ ネ ル ３ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 上 面 部 ２ ａ に は 複 数 の 吸 込 口 ４ ａ が 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ の 吸 込 口 ４ ａ
を 開 閉 す る 回 動 板 １ ９ が キ ャ ビ ネ ッ ト ２ に 枢 支 さ れ て い る 。 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 前 方 に は 前
面 側 が 遮 蔽 さ れ た フ ロ ン ト パ ネ ル ３ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 室 内 機 １ の 側 面 側
に は キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 側 面 部 ２ ｂ と フ ロ ン ト パ ネ ル ３ と の 間 の 空 隙 に よ っ て 吸 込 口 ４ ｅ が
形 成 さ れ て い る 。 吸 込 口 ４ ｅ は 後 述 す る 送 風 経 路 ６ と 連 通 し て お り 、 吸 込 口 ４ ｅ か ら 取 り
入 れ ら れ る 空 気 は 吸 込 口 ４ ａ か ら の 空 気 と エ ア フ ィ ル タ ８ の 前 面 側 で 合 流 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ は 後 方 側 面 に 爪 部 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ て お り 、 室 内 の 壁 に 取 り 付 け ら
れ る 取 付 板 に 該 爪 部 を 嵌 合 す る こ と に よ り 支 持 さ れ る 。 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 下 端 部 と キ ャ
ビ ネ ッ ト ２ の 下 端 部 と の 間 隙 に は 、 室 内 機 １ の 幅 方 向 に 延 び る 略 矩 形 の 第 １ 、 第 ２ 開 口 部
５ ａ 、 ５ ｂ か ら 成 る 吹 出 口 ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 室 内 機 １ の 内 部 に は 、 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｅ か ら 吹 出 口 ５ に 連 通 す る 送 風 経 路 ６ が 形 成 さ れ
て い る 。 送 風 経 路 ６ 内 の キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 前 方 に は 空 気 を 送 出 す る 送 風 フ ァ ン ７ が 配 さ れ
て い る 。 送 風 フ ァ ン ７ と し て 、 例 え ば ク ロ ス フ ロ ー フ ァ ン 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ に 対 向 す る 位 置 に は 、 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｅ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 に 含 ま
れ る 塵 埃 を 捕 集 ・ 除 去 す る エ ア フ ィ ル タ ８ が 設 け ら れ て い る 。 送 風 経 路 ６ 中 の 送 風 フ ァ ン
７ と エ ア フ ィ ル タ ８ と の 間 に は 、 室 内 熱 交 換 器 ９ が 配 置 さ れ て い る 。 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ と
室 内 熱 交 換 器 ９ と の 間 に は 所 定 間 隔 の 空 間 が 設 け ら れ て お り 、 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｅ か ら 取 り
入 れ ら れ た 空 気 が 該 空 間 を 通 っ て 室 内 熱 交 換 器 ９ と 広 い 面 積 で 接 触 す る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 室 内 熱 交 換 器 ９ は 圧 縮 機 （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ て お り 、 圧 縮 機 の 駆 動 に よ り 冷 凍 サ イ ク
ル が 運 転 さ れ る 。 冷 凍 サ イ ク ル の 運 転 に よ っ て 、 冷 房 時 に は 室 内 熱 交 換 器 ９ が 周 囲 温 度 よ
り も 低 温 に 冷 却 さ れ る 。 暖 房 時 に は 、 室 内 熱 交 換 器 ９ が 周 囲 温 度 よ り も 高 温 に 加 熱 さ れ る
。 尚 、 室 内 熱 交 換 器 ９ と エ ア フ ィ ル タ ８ と の 間 に は 吸 い 込 ま れ た 空 気 の 温 度 を 検 知 す る 温
度 セ ン サ （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 室 内 熱 交 換 器 ９ の 前 後 の 下 部 に は 冷 房 ま た は 除 湿 時 に 室 内 熱 交 換 器 ９ か ら 落 下 し た 結 露
を 捕 集 す る ド レ ン パ ン １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 前 方 の ド レ ン パ ン １ ０ は フ ロ ン ト パ ネ ル ３
に 取 り 付 け ら れ 、 後 方 の ド レ ン パ ン １ ０ は キ ャ ビ ネ ッ ト ２ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 送 風
経 路 ６ 内 の 吹 出 口 ５ の 第 １ 開 口 部 ５ ａ の 近 傍 に は 、 外 部 に 臨 ん で 垂 直 方 向 の 吹 出 角 度 を 略
水 平 乃 至 下 方 向 に 変 更 可 能 な 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 横 ル ー バ １ １ ａ
、 １ １ ｂ の 奥 側 に は 左 右 方 向 の 吹 出 角 度 を 変 更 可 能 な 縦 ル ー バ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ は 送 風 経 路 ６ か ら 上 方 に 傾 斜 し て 分 岐 す る 分 岐 通 路 １ ３ に よ り 送 風 経 路
６ と 連 通 し て い る 。 分 岐 通 路 １ ３ の 両 端 に は 回 動 軸 １ ４ ａ 、 １ ５ ａ で フ ロ ン ト パ ネ ル ３ に
枢 支 さ れ る 回 動 板 １ ４ 、 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 回 動 板 １ ５ に よ り 分 岐 通 路 １ ３ を 閉 じ る
と 、 回 動 板 １ ５ が 送 風 経 路 ６ の 内 壁 面 を 形 成 し て 気 流 を 案 内 す る 。 こ れ に よ り 、 送 風 経 路
６ を 流 通 す る 空 気 の 流 通 抵 抗 の 増 加 を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 構 成 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 空 気 調 和 機 の 運 転 を 開 始 す る と 、 送 風 フ ァ ン ７ が 回 転
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駆 動 さ れ 、 室 外 機 （ 不 図 示 ） か ら の 冷 媒 が 室 内 熱 交 換 器 ９ へ 流 れ て 冷 凍 サ イ ク ル が 運 転 さ
れ る 。 ま た 、 回 動 板 １ ９ に よ り 吸 込 口 ４ ａ が 開 放 さ れ 、 室 内 機 １ 内 に は 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｅ
か ら 空 気 が 吸 い 込 ま れ る 。 吸 い 込 ま れ た 空 気 に 含 ま れ る 塵 埃 は エ ア フ ィ ル タ ８ に よ っ て 除
去 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 室 内 機 １ 内 に 取 り 込 ま れ た 空 気 は 室 内 熱 交 換 器 ９ と 熱 交 換 し 、 冷 却 ま た は 加 熱 さ れ る 。
そ し て 、 送 風 経 路 ６ を 通 っ て 縦 ル ー バ １ ２ 及 び 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ に よ っ て 左 右 及 び
上 下 方 向 に 向 き を 規 制 さ れ て 吹 出 口 ５ か ら 矢 印 Ａ １ に 示 す よ う に 略 水 平 方 向 乃 至 下 方 向 に
向 け て 室 内 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 空 気 調 和 機 の 運 転 の 開 始 直 後 は 速 や か に 室 内 の 空 気 を 循 環 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ
の た め 、 送 風 フ ァ ン ７ の 回 転 速 度 を 高 く し て 室 内 熱 交 換 器 ９ で 熱 交 換 さ れ た 空 気 は 吹 出 口
５ か ら 勢 い よ く 送 出 さ れ る 。 室 温 と 設 定 温 度 と の 温 度 差 が 小 さ く な っ た こ と を 温 度 セ ン サ
に よ り 検 知 す る と 、 送 風 フ ァ ン ７ の 制 御 に よ り 徐 々 に 送 風 量 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ が 回 動 し て 第 １ 開 口 部 ５ ａ が 閉 塞
さ れ 、 回 動 板 １ ４ 、 １ ５ が 回 動 し て 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ 及 び 分 岐 通 路 １ ３ の 分 岐 部 分 が 開 放 さ
れ る 。 同 時 に 、 回 動 板 １ ９ が 回 動 し て 吸 込 口 ４ ａ が 閉 塞 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 吸 込 口 ４ ｅ
か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 が 送 風 経 路 ６ 及 び 分 岐 通 路 １ ３ を 流 通 し て 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 送 出
さ れ 、 同 図 及 び 図 ４ の 矢 印 Ａ ２ に 示 す よ う に 上 方 に 導 か れ る 。 従 っ て 、 使 用 者 に 常 に 冷 た
い 風 や 暖 か い 風 が 当 た る こ と が な く 、 使 用 者 の 不 快 感 を 防 止 し て 快 適 性 を 向 上 す る こ と が
で き る 。 更 に 、 冷 房 時 に は 局 所 的 に 使 用 者 の 体 温 を 低 下 さ せ る こ と が な く 健 康 上 の 安 全 性
を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 上 方 に 送 出 さ れ る 調 和 空 気 は フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 前 面 を 通 過
す る が 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 前 面 側 が 遮 蔽 さ れ て い る た め 前 面 側 か ら の 侵 入 が 防 止 さ れ る
。 ま た 、 吸 込 口 ４ ａ が 回 動 板 １ ９ に よ り 閉 塞 さ れ て い る た め 上 部 か ら の 侵 入 が 防 止 さ れ る
。 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト の 発 生 を 著 し く 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 従 っ て 、 空 気 調 和 機 の 冷 却 効 率 ま た は 暖 房 効 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、
シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト が 発 生 し な い た め 、 冷 房 運 転 時 に 結 露 水 の 凍 結 及 び 成 長 を 防 止 で き る
。 従 っ て 、 結 露 水 の 凍 結 に よ る 氷 が 解 け た 水 や 結 露 水 が 室 内 へ 放 出 さ れ る こ と に よ る 浸 水
を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 成 長 し た 氷 の 押 圧 力 に よ る 室 内 機 １ の 変 形 や 破 損 を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 更 に 、 吸 込 口 ４ ｅ が 室 内 機 １ の 側 面 側 に 開 放 さ れ て い る の で 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 前 面
側 を 遮 蔽 す る と と も に 吸 込 口 ４ ａ を 遮 蔽 し て も 充 分 な 風 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。 従 っ
て 、 運 転 効 率 の 低 下 を 防 止 で き る と と も に 、 充 分 な 風 量 を 確 保 す る た め に 送 風 フ ァ ン ７ の
回 転 数 を 増 加 さ せ る 必 要 が な く 、 騒 音 の 増 大 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 更 な る 風 量
が 必 要 な 場 合 に は 、 吸 込 口 ４ ａ を 遮 蔽 す る 回 動 板 １ ９ の 内 、 最 も 背 面 側 に 配 さ れ た も の か
ら 必 要 に 応 じ て 開 放 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 尚 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 前 面 側 や 上 面 側 に 傾 斜 面 や 曲 面 が 形 成 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、
正 面 か ら 視 認 で き る 傾 斜 面 や 曲 面 で あ れ ば 遮 蔽 す る こ と に よ っ て 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が
で き 、 上 面 か ら 視 認 で き る 傾 斜 面 や 曲 面 で あ れ ば 回 動 板 １ ９ 等 の 開 閉 機 構 に よ り 遮 蔽 す る
こ と に よ っ て 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の 内 面 は 室 内 機 １ 内 に 取 り 込 ま れ た 空 気 と 接 触 し 、 フ ロ ン ト パ
ネ ル ３ の 外 面 は 吹 出 口 ５ か ら 送 出 さ れ た 空 気 と 接 触 す る 。 こ の た め 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ の
両 面 の 温 度 差 に よ り 結 露 が 生 じ や す く な る が 、 発 泡 樹 脂 等 か ら 成 る 断 熱 材 を フ ロ ン ト パ ネ
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ル ３ に 固 着 す る と 、 結 露 を 防 止 で き る の で よ り 望 ま し い 。 フ ロ ン ト パ ネ ル ３ を 中 空 に 形 成
し て 空 気 層 や 真 空 層 か ら 成 る 断 熱 材 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 尚 、 空 気 調 和 機 に よ っ て 除 湿 運 転 を 行 う 際 も 同 様 に 、 室 内 熱 交 換 器 ９ と の 熱 交 換 に よ り
除 湿 さ れ た 低 温 の 空 気 を 上 方 に 送 出 す る こ と に よ り 上 記 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る
。 ま た 、 空 気 調 和 機 は 、 室 内 熱 交 換 器 内 に 蒸 発 部 と 凝 縮 部 と を 備 え た 再 熱 ド ラ イ 方 式 の 除
湿 装 置 で あ っ て も よ い 。 即 ち 、 再 熱 ド ラ イ 方 式 の 除 湿 装 置 は 、 蒸 発 部 で 熱 交 換 に よ り 冷 却
除 湿 さ れ た 空 気 が 凝 縮 部 で 熱 交 換 に よ り 昇 温 さ れ て 室 内 に 送 出 さ れ る 。 こ の 時 、 凝 縮 器 で
昇 温 し て も 尚 、 体 温 よ り も 低 温 の 空 気 が 常 に 使 用 者 に 当 た る こ と を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 図 ５ 、 図 ６ は 第 ２ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 及 び 斜 視
図 で あ る 。 前 述 の 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い
る 。 本 実 施 形 態 は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 上 面 部 ２ ａ は 略 全 面 が 開 口 し て 吸 込 口 ４ ａ が 形 成 さ
れ 、 吸 込 口 ４ ａ を 開 閉 す る 開 閉 扉 １ ６ が キ ャ ビ ネ ッ ト ２ に 枢 支 さ れ て い る 。 そ の 他 の 部 分
は 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 空 気 調 和 機 の 運 転 を 開 始 す る と 、 開 閉 扉 １ ６ が 開 放 さ れ て 室 内 機 １ 内 に 吸 込 口 ４ ａ 、 ４
ｅ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 室 内 熱 交 換 器 ９ と 熱 交 換 し 、 冷 却 ま た は 加 熱 さ れ る 。 そ し て 、
送 風 経 路 ６ を 通 っ て 縦 ル ー バ １ ２ 及 び 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ に よ っ て 左 右 及 び 上 下 方 向
に 向 き を 規 制 さ れ て 吹 出 口 ５ か ら 矢 印 Ａ １ に 示 す よ う に 略 水 平 方 向 乃 至 下 方 向 に 向 け て 室
内 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 室 温 と 設 定 温 度 と の 温 度 差 が 小 さ く な っ た こ と を 温 度 セ ン サ に よ り 検 知 す る と 、 送 風 フ
ァ ン ７ の 調 整 に よ り 徐 々 に 送 風 量 が 低 下 す る 。 そ し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 横 ル ー バ １ １
ａ 、 １ １ ｂ が 回 動 し て 第 １ 開 口 部 ５ ａ が 閉 塞 さ れ 、 回 動 板 １ ４ 、 １ ５ が 回 動 し て 第 ２ 開 口
部 ５ ｂ 及 び 分 岐 通 路 １ ３ の 分 岐 部 分 が 開 放 さ れ る 。 ま た 、 開 閉 扉 １ ６ に よ り 吸 込 口 ４ ａ が
閉 じ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 吸 込 口 ４ ｅ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 室 内 熱 交 換 器 と 熱 交 換 し て
送 風 経 路 ６ を 流 通 す る 。 そ し て 、 調 和 空 気 が 分 岐 通 路 １ ３ を 流 通 し て 同 図 及 び 図 ８ の 矢 印
Ａ ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 上 方 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 従 っ て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 使 用 者 に 常 に 冷 た い 風 や 暖 か い 風 が 当 た る こ と が な く
、 使 用 者 の 不 快 感 を 防 止 し て 快 適 性 を 向 上 す る と と も に 、 冷 房 時 に は 局 所 的 に 使 用 者 の 体
温 を 低 下 さ せ る こ と が な く 健 康 上 の 安 全 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 室 内 機 １ の 前
面 側 が 遮 蔽 さ れ る と と も に 、 吹 出 口 ５ か ら 上 方 に 向 け て 調 和 空 気 を 送 出 す る 際 に 開 閉 扉 １
６ に よ り 吸 込 口 ４ ａ が 閉 塞 さ れ る の で 、 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト を 防 止 す る こ と が で き る 。 更
に 、 室 内 機 １ の 側 面 部 に 吸 込 口 ４ ｅ が 設 け ら れ る の で 風 量 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 図 ９ 、 図 １ ０ は 第 ３ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 及 び 斜
視 図 で あ る 。 前 述 の 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て
い る 。 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 回 動 板 １ ９ （ 図 １ 参 照 ） に 替 え て 吸 込 口 ４ ａ を ス ラ イ
ド に よ り 開 閉 す る ス ラ イ ド 板 １ ７ を 設 け て い る 点 で あ る 。 そ の 他 の 部 分 は 第 １ 実 施 形 態 と
同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 空 気 調 和 機 の 運 転 を 開 始 す る と 、 室 内 機 １ 内 に 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｅ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気
が 室 内 熱 交 換 器 ９ と 熱 交 換 し 、 冷 却 ま た は 加 熱 さ れ る 。 そ し て 、 送 風 経 路 ６ を 通 っ て 縦 ル
ー バ １ ２ 及 び 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ に よ っ て 左 右 及 び 上 下 方 向 に 向 き を 規 制 さ れ て 吹 出
口 ５ か ら 矢 印 Ａ １ に 示 す よ う に 略 水 平 方 向 乃 至 下 方 向 に 向 け て 室 内 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 室 温 と 設 定 温 度 と の 温 度 差 が 小 さ く な っ た こ と を 温 度 セ ン サ に よ り 検 知 す る と 、 送 風 フ
ァ ン ７ の 調 整 に よ り 徐 々 に 送 風 量 が 低 下 す る 。 そ し て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 横 ル ー バ １
１ ａ 、 １ １ ｂ が 回 動 し て 第 １ 開 口 部 ５ ａ が 閉 塞 さ れ 、 回 動 板 １ ４ 、 １ ５ が 回 動 し て 第 ２ 開
口 部 ５ ｂ 及 び 分 岐 通 路 １ ３ の 分 岐 部 分 が 開 放 さ れ る 。 同 時 に 、 ス ラ イ ド 板 １ ７ に よ り 吸 込
口 ４ ａ が 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 吸 込 口 ４ ｅ か ら 空 気 が 取 り 込 ま れ 、 送 風 経 路 ６ を 流 通 す る 調 和 空 気 は 分 岐
通 路 １ ３ を 流 通 し て 同 図 及 び 図 １ ２ の 矢 印 Ａ ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 上 方 に
送 出 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て も 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た
、 更 な る 風 量 が 必 要 な 場 合 に は 、 吸 込 口 ４ ａ を 遮 蔽 す る ス ラ イ ド 板 １ ７ の 内 、 最 も 背 面 側
に 配 さ れ た も の か ら 必 要 に 応 じ て 開 放 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ は 第 ４ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 及 び
斜 視 図 で あ る 。 前 述 の 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し
て い る 。 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 回 動 板 １ ９ （ 図 １ 参 照 ） に 替 え て 吸 込 口 ４ ａ を 蛇 腹
状 に 折 り 畳 ん で 開 閉 す る 開 閉 部 材 １ ８ を 設 け て い る 点 で あ る 。 そ の 他 の 部 分 は 第 １ 実 施 形
態 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 空 気 調 和 機 の 運 転 を 開 始 す る と 、 室 内 機 １ 内 に 吸 込 口 ４ ａ 、 ４ ｅ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気
が 室 内 熱 交 換 器 ９ と 熱 交 換 し 、 冷 却 ま た は 加 熱 さ れ る 。 そ し て 、 送 風 経 路 ６ を 通 っ て 縦 ル
ー バ １ ２ 及 び 横 ル ー バ １ １ ａ 、 １ １ ｂ に よ っ て 左 右 及 び 上 下 方 向 に 向 き を 規 制 さ れ て 吹 出
口 ５ か ら 矢 印 Ａ １ に 示 す よ う に 略 水 平 方 向 乃 至 下 方 向 に 向 け て 室 内 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 室 温 と 設 定 温 度 と の 温 度 差 が 小 さ く な っ た こ と を 温 度 セ ン サ に よ り 検 知 す る と 、 送 風 フ
ァ ン ７ の 調 整 に よ り 徐 々 に 送 風 量 が 低 下 す る 。 そ し て 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 横 ル ー バ １
１ ａ 、 １ １ ｂ が 回 動 し て 第 １ 開 口 部 ５ ａ が 閉 塞 さ れ 、 回 動 板 １ ４ 、 １ ５ が 回 動 し て 第 ２ 開
口 部 ５ ｂ 及 び 分 岐 通 路 １ ３ の 分 岐 部 分 が 開 放 さ れ る 。 同 時 に 、 開 閉 部 材 １ ８ に よ り 吸 込 口
４ ａ が 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 吸 込 口 ４ ｅ か ら 空 気 が 取 り 込 ま れ 、 送 風 経 路 ６ を 流 通 す る 調 和 空 気 は 分 岐
通 路 １ ３ を 流 通 し て 同 図 及 び 図 １ ６ の 矢 印 Ａ ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 開 口 部 ５ ｂ か ら 上 方 に
送 出 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て も 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 １ ～ 第 ４ 実 施 形 態 に お い て 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ の 側 面 部 ２ ｂ に 吸 込 口 ４ ｅ を 設 け て い る
が 、 室 内 機 １ の 下 部 等 の シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト を 生 じ な い よ う な 他 の 位 置 に 吸 込 口 を 設 け て
も よ い 。 ま た 、 上 面 側 の 吸 込 口 ４ ａ の 他 に 吸 込 口 を 設 け な い 場 合 で あ っ て も 、 吸 込 口 ４ ａ
の 開 口 面 積 を 開 閉 機 構 （ １ ６ ～ １ ９ ） に よ り 狭 く す る こ と に よ っ て 、 所 定 の 空 気 量 を 確 保
し つ つ シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 他 の 従 来 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 他 の 従 来 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 動 作 を 示 す 概 略 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
１  室 内 機
２  キ ャ ビ ネ ッ ト
２ ａ  上 面 部
２ ｂ  側 面 部
３  フ ロ ン ト パ ネ ル
４ ａ 、 ４ ｃ 、 ４ ｅ  吸 込 口
５  吹 出 口
５ ａ  第 １ 開 口 部
５ ｂ  第 ２ 開 口 部
６  送 風 経 路
７  送 風 フ ァ ン
８  エ ア フ ィ ル タ
９  室 内 熱 交 換 器
１ ０  ド レ ン パ ン
１ １ ａ 、 １ １ ｂ  横 ル ー バ
１ ２  縦 ル ー バ
１ ３  分 岐 通 路
１ ４ 、 １ ５  回 動 板
１ ６  開 閉 扉
１ ７  ス ラ イ ド 板
１ ８  開 閉 部 材
１ ９  回 動 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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